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Ⅰ問題と目的 
園ではテレビ番組の話を耳にしたり、ごっこ遊び

が見られたりする。テレビ番組の影響を受けている

子どもは男女問わず大勢いる。子どもとテレビの関

係を調べてみると、3 歳には決まった番組を習慣的

にみるようになり、大部分の幼児がテレビを生活の

中に定着させているということが分かった。また、

テレビの歴史を調べていく中で、1963年に誕生した

『鉄腕アトム』のキャラクター・マーク（図柄）は

子どもたちの使うあらゆる商品につけられて飛ぶよ

うに売れたことがわかった。その結果アニメマンガ

は利益を生み出す商売であるということが民放局や

スポンサーに強く認識された。子ども向け番組は関

連商品を売ることによって成立している分野である

ことがわかった。 
では実際に子ども自身はどのようなところに魅力

を感じているのだろうか。このことを問題とし、幼

児が好きなテレビ番組はなにか、また幼児自身はそ

のテレビ番組のどのようなところが好きであると認

識しているかを調査し、検討する。 
 
Ⅱインタビュー調査 
1. 調査対象児 
愛知県内のA園に通う年中児22名及び年長児14

名、B園に通う年中児19名及び年長児16名 
2. 調査日 

2014年11月11日、2014年11月25日 
3. 調査の方法 
インタビューは個別に行う。質問内容は、好きな

テレビ番組とそのテレビの中で好きなキャラクター、

回、セリフや言葉とそれぞれの理由についてである。

インタビューは対象児を別室に呼び出すか、対象児

の視界に遊びの様子が入らないようにし行った。 
 
Ⅲ結果 
1. 好きなテレビ番組 
幼児が好きと回答したテレビ番組をみていく。 

（1）全体 
「妖怪ウォッチ」が圧倒的な人気であることが分

かった。「妖怪ウォッチ」は2014年1月8日に放送

が開始され、ゲームをはじめとするアイテムなどが

人気となった。また、2014年の「新語・流行語大賞」

ベストテンに選ばれたことから、このブームの影響

が結果に反映されたと思われる。 

（2）学年男女別 
年中男児には「ポケットモンスター」「仮面ライダ

ードライブ」「トッキュウジャー」、年中女児には「プ

リキュア」「アイカツ！」と回答した幼児が多い。男

児は戦闘シーンがありかっこよいもの、女児はかわ

いい女の子が登場人物として多く出てくるものを回

答している。そのため、年中児は対象の性別がはっ

きりと分かるようなものに魅力を感じると考える。 
また、「ドラえもん」「トムとジェリー」という回

答も年中児の特徴としてみられた。喧嘩やいじめが

行われているが、本当はお互いのことを考えていて、

仲がいいという点で、トムとジェリー、のび太とジ

ャイアンの関係が類似している。このように少し複

雑ながら、心なごむ関係にも魅力を感じているので

はないか。 
年長男児には「仮面ライダードライブ」が、年長

女児には「妖怪ウォッチ」が多いことが分かる。 
2. 好きな理由 
次に、幼児が好きな理由として回答したものを筆

者の視点で6つに分類した。全体として「キャラク

ター」が多く、容姿や声、個性などその物語の魅力

を感じる大事な部分になると言えよう。また、年中

女児を見てみると、「セリフや技など特定のシーンに

出てくるもの」「話の流れに関するもの」といった番

組の中身に関するものに比べ、「キャラクター」「音

楽やダンス」が多く感じる。具体例みると、「プリキ

ュア」や「アイカツ！」のいわゆる女の子向け番組

に関する回答が多くあった。 
 
Ⅳ考察 
1. 妖怪ウォッチ 
（1）設定や全体に関する考察 
妖怪ウォッチが好きな理由として、妖怪が出てく

ることに関する回答が4つあった。妖怪はケータが

いつも遊ぶ友達や家族にとりつくことが多い。とり

つかれるとその人とは全くの別人のような行動をす

ることから、意外性、認識や予想のずれがもたらす

面白さがあると思う。 
そして「戦うところが好き。」という回答があった。

ケータは、とりついている妖怪と戦い勝つことで、

その妖怪と友達になることができる。妖怪の弱点を

探し奮闘する場面では見る者が自分なりの予想をで

きたり、意表を突かれたりといった良さがあるので

はないかと思った。 



 

（2）話の内容の考察 
一旦ゴメンが出てくる話が好きという回答があっ

た。一旦ゴメンはケータにとりつき、いたずらをし、

「ゴメンゴメン、一旦ゴメーン」と謝る。怒ってい

る相手に対して悪気のない様子で謝るという矛盾の

面白さを感じた。 
また、じがじぃさんが出てくる話が好きという回

答があった。じがじぃさんは、自画自賛をする妖怪

だが、ケータは古典妖怪を召喚して勝つ。じがじぃ

さんと古典妖怪がお互いに様々なことをはりあう姿

が必死なので、少し変わった世界観が感じられると

いう面白さがあると思った。 
ブリ―隊長が出てくる話に関する回答が2つあり、

その1つは最後のシーンがおもしろかったというも

のであった。ブリ―隊長に取りつかれた妖怪が特訓

をやめられなくなり，最終的にはその妖怪の顔つき

とはかけはなれた筋肉隆々の体となる。その違和感

に意表を突かれる面白さがあると感じた。 
このように、妖怪ウォッチの話には他にも、通常

のアニメに見られるようなコミカルさやテンポよく

進むストーリー、話の内容自体が笑いを誘うような

ものに留まらず、日常生活では経験できないような

奇抜な世界観や、矛盾を含んだストーリー展開の面

白さが盛り込まれているのであろう。 
また、面白いという回答以外のものも得られた。

花さか爺の話で最後、夜空に花を咲かせるところが

好きというものである。この綺麗なシーンがハッピ

ーエンドを迎えた雰囲気を出しているのだと思った。 
（3）キャラクターの考察 
妖怪ウォッチの中でも人気のあるキャラクターは

ジバニャンである。顔がかわいい、ジバニャンの必

殺技であるひゃくれつ肉球が強そうで好きという回

答を得た。ジバニャンは車のトラックに向けて日々

パンチの練習をしているので、強く見えるのではな

いか。また、ジバニャンの口癖「ニャン」が好きだ

という回答が3つあった。ジバニャンの個性やかわ

いさがこの語尾によって強調されているのだと感じ

る。さらに、ジバニャンの大好物であるチョコ棒に

関する回答もある。ジバニャンが幸せそう、おもし

ろいというものであった。ジバニャンはチョコ棒を

発見するとすぐに食べてしまうほど好きである。ジ

バニャンのかわいさや強さ、好きな食べ物に対する

行動などが人気の理由であるようだ。 
そして、コマさんが好きという回答が7つあった。

コマさんは田舎から出てきた妖怪で方言を使い、訛

っている。「コマさん初登場の回でコマさんがソフト

クリームを『ソフトクリーずら』と言い間違えたの

が面白かった。」という回答があった。コマさんは都

会に慣れていないことから、観ているものが様々な

訂正を入れたくなるような言動をする。そんな言動

や見た目に対し、今回のインタビューでは、「かわい

い」「おもしろい」という回答が得られた。コマさん

が話の中に盛り込む明らかな間違いや勘違いは作り

物でなく本心からであるという面白さがある。 
さらに、ロボニャンの技、しゅらコマの声、フユ

ニャンのマント、ダイヤニャンの戦っている姿に対

して、かっこいいところが好きだという回答があり、

声や見た目、戦っている様子にかっこいいと感じて

いることがわかった。 
そして、好きなキャラクターについての回答の中

にホノボーノがやさしくて好きというものがあった。

妖怪ウォッチに出てくる妖怪はしゃべるものが多い

ため、みているものは妖怪ごとの性格を感じとりや

すいと思う。また、ウィスパーの飛ぶところが好き、

ヨコドリの足が速くて面白い、河童の泳ぎがすごい

ところが好き、赤鬼、影オロチ、オロチ、キュウビ、

どんどろに関して、強いから好きだという回答があ

った。このように、妖怪にはそれぞれ個性がある。

妖怪の性格や特徴が多様という点も多くの子どもに

好かれる理由なのではないか。 
（4）音楽・その他に関する考察 
妖怪の召喚のシーンに関する回答が複数あった。

ケータは友達になった妖怪を召喚できるようになる。

召喚の際は、音楽や歌と共にその妖怪が登場するが

この音楽は妖怪の族によって異なる。族の特徴を掴

んだ雰囲気とその妖怪が画面に映るところが良い。

また、「イサマシ！メザマシ！ラッシャイマシー！」

のように、言葉の最後が同じになっており、口ずさ

むと楽しい歌詞となっていると感じた。また、「ブシ

ニャンのメダルをセットしたシーンが好き。レジェ

ンド妖怪で、なんか強そうだから。」という回答があ

った。レジェンド妖怪の召喚ソングは他のものより

も長いという点や、妖怪が堂々と立つ姿から、少し

特別な召喚ソングとなっていると感じる。 
また、オープニングテーマが好きだという回答を

得た。この曲の構成としてはゲラゲラポーの繰り返

し、ラップ、演歌、ゲラゲラポーと男声の2声部と

なる。テレビ番組のオープニングという短い時間に

も関わらず、次々と曲調が変わっていくところにテ

ンポの良さが見られる。ゲラゲラポーでは、すぐに

真似をして踊ることが出来るような振り付けがつい

ている。そして、初期のエンディングテーマである

ようかい体操第一が好きという回答もあった。かわ

いらしくわかりやすい歌詞やふりつけにより、キャ

ラクターが体操する映像に合わせて踊ることのでき

るものとなっていた。 



 

また、「園でみんなが言っているから。」という年

長女児の回答があった。友達の話題についていくた

めに好きになるという場合もあるのではないかと感

じた。 
2. 妖怪ウォッチの面白さ 
このように、多くの種類の面白さがあるが、それ

はキャラクターの個性によってもたらされるものが

多いと感じた。 
3. ポケットモンスター 
幼児のなかで、映画が好きと回答したものが2人

いた。そのうちの1人は「ピカチュウが石になった

時にサトシが泣いて感動したから。」と言っていた。

サトシとピカチュウはテレビアニメ放送当初から唯

一変わることのないメンバーである。今回のインタ

ビューでも、ピカチュウが好きと回答する幼児は 3
人いたことから、人気のあるキャラクターと分かる。

そんな2人の一生の分かれを暗示させる悲しい展開

に心動かされたのであろう。 
また、「メガリザードン X とメガカメックスが戦

った話が好き。バトルで勝ったのが良かった。」「イ

ベルタルとゼルネアスが戦うところが好き。強いか

ら。」という回答が得られた。メガリザードン X と

メガカメックスというのは、リザードンやカメック

スがメガシンカしたものである。メガシンカは2014
年現在放送されている「ポケットモンスターXY」で
新たに登場した形態で、メガシンカ後は、そのポケ

モンが強くなる。イベルタルとゼルネアスはポケッ

トモンスターXY で登場する伝説のポケモンである。

いずれも特別な強いポケモンに関する回答で、その

戦闘シーンに魅力的を感じるようだ。また、「ルチャ

ブルが好き。フライングブレスがかっこいいから。」

「バシャーモが好き。強いから。」といった回答があ

った。このことから、特別なポケモンでなくても戦

闘シーンでみせる強さやかっこよさが人気であるこ

とが分かる。 
そして、フォッコやディアンシーの見た目がかわ

いくて好きという回答があった。両方とも女児の回

答であったことから、女の子にとってかわいらしい

見た目のポケモンは、親しみやすく、好きになるき

っかけやポケモンを視聴するうえで好みの部分とな

っているのであろう。好きなキャラクターとしては

他にもクルミルやホワイトキュレム、サザンドラ、

そして、「飛ぶポケモン」が好きと回答した幼児がい

た。「かわいい」といった容姿にまつわる特徴や「か

っこいい」といった容姿の特徴や技の様子、「強い」

といった技の様子や機能に関する特徴、「空を飛ぶ」

といった機能の関する特徴など、それぞれの良い所

がある。これらの特徴は子どもにとって憧れの対象

になるのではないか。 
4. 仮面ライダードライブ 
仮面ライダー26 作目で 2014 年 10 月 5 日から放

送されている。 
「戦うのが好き。」という戦闘シーン全体に関わる

回答があった。変身し敵と戦うところは特撮ならで

はの迫力が出るシーンであると思う。戦闘シーンで

は、人間が変身し強くなるという特別な状態や、か

っこよく戦う姿に子どもたちは魅力を感じているの

ではないか。そして、仮面ライダーが勝つシーンに

関する回答があったことから、戦闘シーンの中でも

特に勝つ瞬間にキャラクターと同じ達成感を味わう

ことが出来るという良さがあると感じた。 
キャラクターについての回答では、主人公の泊進

之介が好きというものが多く、その理由はイケメン

だから、仮面ライダーだからというものであった。

仮面ライダーの俳優は、親世代にも人気出るような

容姿であるといわれている。普段の姿や戦う姿がか

っこいいと感じているのであろう。また、変身する

時の顔や声が好きという回答があり、変身シーンも

かっこいい個所であるとわかった。 
また、「アイアンロイミュードもかっこいい。」「悪

者が好き。ドライブと戦うから。」という回答があっ

た。ロイミュードは今回登場する悪役である。悪役

は戦闘シーンで主役と同じくらい目立つ。このこと

から悪役がかっこよく戦う様子を感じ、その存在自

体にも子どもは魅力を感じていることが分かった。

そのために悪役もかっこよくある必要が感じられる。 
5. プリキュア 
 2004年以降放送され、現在放送されている『ハピ

ネスチャージプリキュア』は11作目となる。 
 今回のインタビューで、映画の中のキュアラブリ

ーがスーパーハピネスラブリーになるところが好き

という回答があった。「スーパーハピネスラブリー」

とはパワーアップフォーム（プリキュアの強化状態）

である。このパワーアップフォームはみんなの力を

合わせることによって現れる。そしてキュアラブリ

ーはスーパーハピネスラブリーなり、敵を倒すこと

が可能となる。このように、みんなで力を合わせ、

敵を倒すところに魅力を感じるのではないかと思っ

た。また、テレビ放送でもパワーアップフォームは

出てくるが、「スーパーハピネスラブリー」はこの映

画でしか出てこない。この特別感も良いのだろう。 
そして、見た目がかわいいといった回答や、戦う

様子がかっこいいという回答があった。女の子たち

がかわいく変身をし、かっこよく戦うという設定が

多くの女児に受け入れられる理由であろう。 
 



 

Ⅴまとめ 
子どもが魅力を感じる話の特徴をまとめていく。 
1つめは、「面白いもの」である。面白さは沢山あ

ったが、今回のインタビューで得られた面白さを「状

況」「行動」「見た目」「決まり文句」「やりとり」の

5 つに分けた。好きな理由の「面白いから」という

ものは、年中男児が5、年中女児が2、年長男児が4、
年長女児が10で、年長女児の回答が最も多かった。

これは、好きなテレビ番組に妖怪ウォッチと回答し

た数も同様に年長女児が多かったことから、好きな

番組と関係しているのだろうと感じる。 
この「面白いもの」は妖怪ウォッチの特徴として

みられた。しかし、インタビュー調査で「ジャイア

ンリサイタルのシーンが好き。うるさくて面白いか

ら。」というドラえもんに関する回答や、「『ウソをつ

いたら』の話が好き。ジェリーがトムに赤い絵の具

を付けるところが面白かった。」というトムとジェリ

ーに関する回答得られた。このように、ジャイアン

が歌う声や聴いている他のキャラクターが全員嫌が

るという状態に対する面白さが感じられるドラえも

ん、ジェリーがトムにいたずらをし、観る者がトム

の反応を予想できるといった面白さを感じるトムと

ジェリーにも面白いという特徴がある。 
次に、「感動」や「特別」といったものである。ポ

ケットモンスターやプリキュアなど映画化されてい

るものは映画が好きという回答があった。映画では、

話が完結するまでの所要時間が長くなることで、壮

大なスケールでのストーリー展開、強い敵の出現が

可能となる。そのため感動する内容となる。また、

レジェンド妖怪の召喚シーンや伝説のポケモンなど、

普段と違う特別なものがいいという回答があった。

そして、妖怪ウォッチの花さか爺の話にあるような

視覚的に綺麗なシーンでのハッピーエンドが良かっ

たという回答があったが、これも心動かされるシー

ンとなっており、「感動」「特別」と分類する。 
最後は、「かっこよさ」である。今回のインタビュ

ーでは戦闘シーンや仮面ライダーの変身シーンがか

っこいいという回答が多く得られた。また、プリキ

ュアでは女の子が可愛く変身し、かっこよく戦うと

いう点が好まれている。強くかっこいい見た目、技、

声に子どもは魅力を感じている。 
インタビュー調査では話の内容だけではなく、キ

ャラクターや音楽の魅力があることが明らかになっ

た。キャラクターの魅力としては、特に女児に好ま

れる見た目や行動、口癖が「かわいい」もの、戦闘

において有利になる「強い」もの、見た目、技、声

が「かっこいい」ものがあった。そして、悪役とし

て強くかっこいいものがいることも主役を引き立て

る上で大切であることが分かった。その他にも、足

が速い、性格がやさしい、泳ぎが得意など、それぞ

れのキャラクターに特化した能力や特徴がインタビ

ュー調査で明らかになった。子どもはそのようなキ

ャラクターごとの特徴も魅力と感じている。 
そして、音楽の魅力として、「楽しい」「かっこい

い」というものがあると感じた。「楽しい」ものとし

ては、妖怪の召喚ソングとようかい体操第一が挙げ

られる。また、「かっこいい」ものとしては、妖怪ウ

ォッチのオープニングテーマがある。子どもはこの

ような音楽にも魅力を感じていることが分かった。 
また、本研究では年齢や性別によって魅力を感じ

るテレビ番組の特徴もおさえられた。年中児は対象

の性別がはっきりしているものを好む。そして、年

中児、年長児共に男児にはかっこいいと感じられる

ものが好まれている。また、年長女児は妖怪ウォッ

チという回答が多く、話の節々に笑いを誘うような

やりとりや視覚的要素を含んでいるもの、様々なキ

ャラクターが作り出す世界観に魅力を感じているこ

とが分かった。そして、個性のあるキャラクターが

沢山出てくるポケットモンスターや妖怪ウォッチは

どの学年・性別からも好まれた。その中にはかっこ

いいものもかわいいものもあり、男女ともに人気が

あると考えられる。 
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